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　以前勤めていた
製薬会社では、営
業部門や教育部
門、お客様相談窓

口などさまざまな経験を積んでき
ましたが、東日本大震災で帰宅難
民となった経験から、自分の働き
方について考え、自分の住む地域
で活躍できる薬剤師として働くこ
とを決意し、４年前に調剤薬局を
開局しました。
　今までは得意先としての位置付
けだった調剤薬局での仕事は、苦
労も多いですが新しい挑戦として
非常にやりがいがあります。
　また、今までの企業経験が非常

に役立っています。特に、
患者さんとの接遇や医師
への疑義照会でのやり取
りでは、お問合せ窓口で
培ったコミニュケーションスキル
が非常に生きています。
　薬だけでなく、日常生活におけ
るアドバイスも含めて服薬指導を
することを心掛けていますが、改
善されたと喜ばれると非常に喜び
を感じます。
　地域に根差した薬局をモットー
に、現在では処方せん調剤以外に
在宅医療や地域貢献として、夜間
休日診療での輪番勤務や地域薬剤
師会の理事としても活動していま
す。
　日々、地域の中でのつながりが
広がっていることを、喜ばしく感
じています。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想、プレゼントの応募は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。
webで公開中
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Ａ　５月に入ると、新入社員の皆さんも
少し落ち着くころだね。Ｂ　最初の１、
２カ月は覚えることがたくさんあって必
死だったな。Ｃ　頭が真っ白になったこ
ともあったけれど、先輩が相談にのって
くれたから前進できた。Ａ　初めは誰も

が「何も知らない、わからない」のだか
ら、とにかく質問するのが大事だと思う。
Ｃ　一人で悩むより、さっさと聞いて問
題を解決した方が楽ですよね。Ｂ　私た
ちも先輩として新人に声をかけたり、丁
寧に質問に答えることを心掛けます。

◇「植物生まれのオレンジ涼やか地肌
シャンプー」を抽選で２名にプレゼン
ト
　住所、氏名、電話番号を
明記の上、編集部にファ
クスかウェブからご応募
下さい。
締め切り
は５月
日（月）
です。

　５月に入り、日増しに暑くなってき
ました。暑い夏の地肌は汗のニオイや
べたつきが気になります。
　そのような悩みを、石澤研究所の
「植物生まれのオレンジ涼やか地肌シ
ャンプー」がまるっと洗い流してくれ
ます。搾りたてのオレンジ（＊１）に、
摘み立て薄荷（＊２）をプラスしてい
るので、お風呂上がりに心地よい冷ん
やり感でサッパリ。まるでスーッと地
肌にそよ風が吹くような爽やかな洗い
上がりです。
　％植物由来の石けんベース、無
添加、弱酸性、オレンジ精油配合と嬉
しいことばかり。
　毛穴の奥まで爽やか体験で不快な夏
も乗り切れそう。

㍉㍑は，円、㍉㍑は，円
（ともに税別）。全国のバラエティシ
ョップで限定販売中です。

＊１保湿　＊２清涼剤

「カナリヤ通信」では、さまざまな考え方をもった女性が、
社会の中で逞しく、それでいて女性らしく声を出して、人
生を楽しみながら働く姿を表現していきます。


